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(57)【要約】
【課題】１台の装置内で収録処理のみで正当なエンコー
ドデータをストレージに保存することができ、しかもス
トレージ資源を節約し得る素材収録装置を提供する。
【解決手段】映像収録管理部１５に対し例えば現用系と
予備系の選択指定を行うことで、ストレージ１１に現用
系及び予備系の素材データを収録した後に、例えば予備
系の素材データをストレージ１１から削除し、現用系の
素材データのみをストレージ１１に残すようにしている
。また、映像入力部１３，１４によるエンコード後に各
系の素材データに付加される誤り検出符号を利用して、
ストレージコントローラ１２の誤り検査部にて現用系及
び予備系それぞれの素材データのデータ品質をチェック
するようにし、異常な系の素材データをストレージ１１
から削除するようにしている。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
互いに同一内容となる第１系及び第２系の素材信号をそれぞれ素材データにエンコードす
る入力信号処理部と、
　この入力信号処理部でエンコードされた第１系及び第２系の素材データを格納する記憶
部と、
　この記憶部の収録・再生を制御する記憶制御部とを具備し、
　前記記憶制御部は、前記記憶部に前記第１系及び第２系の素材データを収録した後、予
め決められた条件に基づいて、前記第１系及び第２系の素材データのうちいずれか１つを
前記記憶部から削除するデータ削除手段を備えたことを特徴とする素材収録装置。
【請求項２】
前記データ削除手段は、前記条件の判断に、予め選択指定された第１系及び第２系のいず
れか１つを示す情報を用いることを特徴とする請求項１記載の素材収録装置。
【請求項３】
前記記憶制御部は、前記入力信号処理部から出力される第１系及び第２系それぞれの素材
データのデータ品質を検出する検出手段をさらに備え、
　前記データ削除手段は、前記条件の判断に、前記検出手段の検出結果を用いることを特
徴とする請求項１記載の素材収録装置。
【請求項４】
前記入力信号処理部は、前記第１系及び第２系それぞれの素材データに対し特定のデータ
単位で誤り検出符号を付加する誤り検出符号付加手段を備え、
　前記記憶制御部の検出手段は、前記入力信号処理部から出力される第１系及び第２系そ
れぞれの素材データに付加される誤り検出符号を検査することで、誤り検出を行うことを
特徴とする請求項３記載の素材収録装置。
【請求項５】
前記誤り検出符号付加手段は、フレーム単位またはＧＯＰ(Group of Pictures)単位また
は任意のデータサイズ単位で、前記第１系及び第２系それぞれの素材データに対し誤り検
出符号を付加することを特徴とする請求項４記載の素材収録装置。
【請求項６】
前記記憶制御部の検出手段による検出結果に基づいて、前記第１系及び第２系の素材デー
タのうち異常な系の素材データの送出を停止するように前記入力信号処理部を制御する主
制御部をさらに備えることを特徴とする請求項１記載の素材収録装置。
【請求項７】
互いに同一内容となる第１系及び第２系の素材信号をそれぞれ素材データにエンコードし
、
　このエンコードされた第１系及び第２系の素材データをそれぞれ記憶部に収録し、
　前記記憶部に前記第１系及び第２系の素材データを収録した後、予め決められた条件に
基づいて、前記第１系及び第２系の素材データのうちいずれか１つを前記記憶部から削除
するようにしたことを特徴とする素材収録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば現用・予備それぞれの放送番組の送出素材を収録する素材収録装置及
び素材収録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、放送番組送出システムにあっては、放送番組の送出素材を予めビデオサーバ
（収録装置）に収録しておき、自動番組送出装置（ＡＰＣ）からの指示に従って該当する
素材を再生し、オンエアを行うようになっている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
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　このとき、オンエア要求に確実に応じるため、現用系と予備系の２系統のビデオサーバ
を並列運転させ、現用系のビデオサーバの出力をオンエアに使用し、現用系のビデオサー
バに異常が生じた場合に即時に予備系のビデオサーバの出力に切り替えられるようにして
いる。
【０００４】
　また、従来より、放送番組の送出素材をビデオサーバ(収録装置)に収録したのち、収録
した送出素材をプレビューを行い確認する運用を行っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－３１６６５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、上記手法では、素材データの冗長化のために大規模な装置となり、ストレー
ジリソースを犠牲にする必要がある。さらに、エンコードデータに誤りが発生した場合、
その素材データをデコードするまでデータ誤りを検出することができない。そのため、再
生処理を行うまで素材データの正当性を得られない。また収録処理で誤り検出を行う場合
、コーデックに依存しＭＰＥＧ２ Ｏｐｅｎ ＧＯＰ(Group of Pictures)などの連続性を
必要とするデータの場合に対応することができない。
【０００７】
　そこで、本発明の目的は、１台の装置内で収録処理のみで正当なエンコードデータをス
トレージに保存することができ、しかもストレージ資源を節約し得る素材収録装置及び素
材収録方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、この発明に係る素材収録装置は、互いに同一内容となる第
１系及び第２系の素材信号をそれぞれ素材データにエンコードする入力信号処理部と、こ
の入力信号処理部でエンコードされた第１系及び第２系の素材データを格納する記憶部と
、この記憶部の収録・再生を制御する記憶制御部とを具備し、記憶制御部は、記憶部に第
１系及び第２系の素材データを収録した後、予め決められた条件に基づいて、第１系及び
第２系の素材データのうちいずれか１つを記憶部から削除するデータ削除手段を備えるよ
うにしたものである。なお、データ削除手段は、条件の判断に、予め選択指定された第１
系及び第２系のいずれか１つを示す情報を用いる。
【０００９】
　この構成によれば、例えば現用系と予備系の選択指定を行うことで、記憶部に現用系及
び予備系の素材データを収録した後に、予備系の素材データを記憶部から削除するように
している。従って、両系の素材データに異常がない場合であっても、現用系の素材データ
のみを記憶部に残すことで、１台の素材収録装置内で収録処理のみで正当なエンコードデ
ータをストレージに保存することができ、記憶部の記憶容量を低減できる。
【００１０】
　記憶制御部は、入力信号処理部から出力される第１系及び第２系それぞれの素材データ
のデータ品質を検出する検出手段をさらに備え、データ削除手段は、条件の判断に、検出
手段の検出結果を用いる。また、入力信号処理部は、第１系及び第２系それぞれの素材デ
ータに対し特定のデータ単位で誤り検出符号を付加する誤り検出符号付加手段を備え、記
憶制御部の検出手段は、入力信号処理部から出力される第１系及び第２系それぞれの素材
データに付加される誤り検出符号を検査することで、誤り検出を行う。
【００１１】
　この構成によれば、エンコード後に各系の素材データに付加される誤り検出符号を利用
して、第１系及び第２系それぞれの素材データのデータ品質をチェックすることができ、
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異常な系の素材データを記憶部から削除するようにしている。従って、記憶部から素材デ
ータの再生処理を行うことなく、エンコードデータのまま異常があるか否かをチェックで
き、これにより正常な系の素材データのみを記憶部に残すことができる。
【００１２】
　上記誤り検出符号付加手段は、フレーム単位またはＧＯＰ(Group of Pictures)単位だ
けでなく任意のデータサイズ単位で、第１系及び第２系それぞれの素材データに対し誤り
検出符号を付加する。このようにすれば、各系の素材データがオープンＧＯＰ構造をとる
場合であっても、エンコードデータのまま異常があるか否かをチェックでき、これにより
正常な系の素材データのみを記憶部に残すことができる。
【００１３】
　また、この発明に係る素材収録装置は、記憶制御部の検出手段による検出結果に基づい
て、第１系及び第２系の素材データのうち異常な系の素材データの送出を停止するように
入力信号処理部を制御する主制御部をさらに備える。
【００１４】
　この構成によれば、異常のある系については、エンコード処理を停止することで、記憶
部に異常な系のエンコードデータが収録されることなく、さらに記憶部のストレージ資源
を節約できる。
【発明の効果】
【００１５】
　上記発明によれば、１台の装置内で収録処理のみで正当なエンコードデータをストレー
ジに保存することができ、しかもストレージ資源を節約し得る素材収録装置及び素材収録
方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係る素材収録装置の一実施形態とする映像収録再生装置の構成を示すブ
ロック図。
【図２】上記図１に示した映像入力部の具体的構成を示すブロック図。
【図３】上記図１に示したストレージコントローラの具体的構成を示すブロック図。
【図４】以前に考えられた２台のビデオサーバの二重化構成を示すブロック図。
【図５】以前に考えられた二つのエンコーダを使用して二重化を行うビデオサーバの構成
を示すブロック図。
【図６】以前に考えられた二つの収録装置の二重化を行い、特定のデータ単位で誤り検出
を記録前に行うビデオサーバの構成を示すブロック図。
【図７】本発明の実施形態において、二つの映像入力部からの素材データが正常である場
合の収録処理を示すシーケンス図。
【図８】本発明の実施形態において、一つの収録系統で誤り検査部で誤り検出が発生し異
常データとなる時の収録処理を示すシーケンス図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して詳細に説明する。　
　図１は、本発明に係る素材収録装置の一実施形態とする映像収録再生装置の構成を示す
ブロック図である。図１において、記憶部としてのストレージ１１は現用系、予備系の素
材データ（素材Ａ，素材Ｂ）を格納しておくもので、記憶制御部としてのストレージコン
トローラ１２から与えられる指示信号に応じて該当する素材データを選択的に再生する。
この再生データは、デコーダ（図示せず）によりビデオ信号にデコードされて、必要に応
じてオンエア出力される。
【００１８】
　また、上記ストレージ１１に収録すべきビデオ信号は、現用系の映像入力部１３及び予
備系の映像入力部１４で素材データにエンコードされてストレージコントローラ１２に供
給され、ストレージコントローラ１２にてストレージ１１に収録される。
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【００１９】
　一方、映像収録管理部１５は、操作端末１６の操作入力指示または自動番組送出制御装
置（ＡＰＣ）からの指示に従い、ストレージコントローラ１２の素材データの書き込み／
読み出し制御及び削除制御を行い、また映像入力部１３，１４の素材データのエンコード
処理のオン／オフ制御を行うものである。
【００２０】
　また、ストレージコントローラ１２及び映像入力部１３，１４には、同期信号が供給さ
れ、現用系（Ａ系）・予備系（Ｂ系）間で同期がとられる。
【００２１】
　図２は、上記映像入力部１３，１４の具体的構成を示すブロック図である。ここでは、
映像入力部１３を代表して説明する。　
　映像入力部１３の入力端子２１に入力されるビデオ信号は、エンコーダ２２で素材デー
タにエンコードされてデータバッファ２３に格納される。このデータバッファ２３に格納
された素材データは、誤り検出符号付加部２４により例えばフレーム単位やＧＯＰ単位、
任意のデータサイズ単位で誤り検出符号が付加されてストレージコントローラ１２に出力
される。また、入力端子２５には、同期信号が入力される。
【００２２】
　図３は、上記ストレージコントローラ１２の具体的構成を示すブロック図である。
【００２３】
　現用系の映像入力部１３から出力された素材データは、データバッファ（Ａ）３１に格
納された後、誤り検査部３２により誤り検出符号の検査が行われた後、ストレージ１１に
収録される。また、予備系の映像入力部１４から出力された素材データは、データバッフ
ァ（Ｂ）３３に格納された後、誤り検査部３２により誤り検出符号の検査が行われた後、
ストレージ１１に収録される。
【００２４】
　上記誤り検査部３２の検査結果は、データ削除手段としてのストレージコントローラ管
理部３４に供給される。ストレージコントローラ管理部３４は、上記誤り検査部３２の検
査結果に基づいて、異常がある系の素材データをストレージ１１から削除する。一方、ス
トレージコントローラ管理部３４は、上記誤り検査部３２の検査結果に基づいて、両系が
正常である場合に、上記映像収録管理部１５からの指示に従って、指定された現用系の素
材データをストレージ１１に残し、予備系の素材データをストレージ１１から削除する。
【００２５】
　次に、上記構成における動作について説明する。まず、以前に考えられた映像収録再生
装置を例に説明する。
【００２６】
　（ビデオサーバの系統の二重化）　
　図４において、ビデオサーバＡ１とビデオサーバＢ２は等しい構成のビデオサーバであ
る。ビデオサーバＡ１を現用系、ビデオサーバＢ２を予備系として運用することで、系統
の二重化を行う。収録制御は各ビデオサーバＡ１，Ｂ２のエンコーダ４１で入力信号をエ
ンコードし、エンコードデータをメモリコントローラ４２へ送信する。メモリコントロー
ラ４２からストレージ４３の各ストレージへ素材（Ａ）（素材（Ｂ））が記録される。素
材（Ａ）と素材（Ｂ）は等しい素材である。収録装置の二重化は、収録（エンコード）エ
ラーが素材（Ａ）で発生した場合に系統をビデオサーバＢ２を現用系、ビデオサーバＡ１
を予備系に切り替える。
【００２７】
　しかしながら、上記構成では、系統内での冗長性を保つことができない。また、系統を
二重化する必要があるため機器の体積・コストも二倍に増加する。
【００２８】
　（収録素材の二重化）　
　図５は、一つの素材の収録で二つのエンコーダを使用し二つの素材データをストレージ
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に保存することで二重化を行うビデオサーバである。
【００２９】
　エンコーダ５１からエンコードデータをメモリコントローラ５３へ送信しストレージ５
４へ素材（Ａ）を記録する。同様に、エンコーダ５２からエンコードデータをメモリコン
トローラ５３へ送信しストレージ５４へ素材（Ｂ）を記録することで二重化している。こ
の場合、二つの素材をストレージに書込むためコーデックに依らない。
【００３０】
　しかしながら、冗長性を保つために一つの素材に対し二重でデータ保存する必要がある
。エンコードデータの正当性を収録時に得られないため二つの素材を保存し続ける必要が
ある。このためストレージ資源の消費が常に二倍になる。
【００３１】
　（二つの収録装置の二重化を行い、特定のデータ単位で誤り検出を記録前に行い正当性
を保つ場合）
　図６は、二つの収録装置の二重化を行い、特定のデータ単位で誤り検出を記録前に行う
ビデオサーバの構成を示すブロック図である。一つの素材の収録で二つのエンコーダ６１
，６２を使用しＧＯＰ単位など特定のデータ単位で誤り検出符号を付加し、メモリコント
ローラ６３などストレージの前段で誤り検出を行い正常なデータのみストレージ６４に保
存することで、エンコードデータの正当性を確保する。
【００３２】
　ところで、コーデックがＣｌｏｓｅｄ　ＧＯＰの場合はＧＯＰ単位での差替えが可能で
あるが、Ｏｐｅｎ　ＧＯＰの様に連続性を持つデータの場合はＧＯＰ単位での挿し替えが
できず、収録を中断するしかない。
【００３３】
　そこで、本実施形態では、ストレージ１１に現用系及び予備系の素材データを収録した
後に、異常のある系あるいは選択指定された系の素材データをストレージ１１から削除す
るようにして、１台の映像収録装置の収録処理のみで正当なエンコードデータをストレー
ジ１１に保存できるようにして、ストレージ資源の節約を図るようにしている。
【００３４】
　（収録処理　正常データ）　
　図７は、二つの映像入力部１３，１４からの素材データが正常である場合の収録処理を
示す。系統設定は映像収録管理部１５で行う。
【００３５】
　映像収録管理部１５は、映像入力部（Ａ）１３と映像入力部（Ｂ）１４へ同時に収録制
御を行う（Ｓ１０１，Ｓ１０２）。収録制御開始時にストレージコントローラ管理部３４
へエンコーダ（Ａ）２２を現用系、エンコーダ（Ｂ）２２を予備系に指定する（Ｓ１０３
）。映像入力部４２，４３でエンコード後に誤り検出符号を付加し、ストレージコントロ
ーラ１２のデータバッファ（Ａ）３１へデータを転送する（Ｄ０１）。同様に映像入力部
（Ｂ）１４でエンコード後に誤り検出符号を付加し、ストレージコントローラ１２のデー
タバッファ（Ｂ）３３へデータを転送する（Ｄ０２）。
【００３６】
　データバッファ（Ａ）３１とデータバッファ（Ｂ）３３に誤り検出符号の付加単位のデ
ータが転送された後（Ｄ０３／Ｄ０４）、誤り検査部３２で検査を行い検査結果をストレ
ージコントローラ管理部３４へ通知する（Ｓ１０４）。
【００３７】
　ストレージコントローラ管理部３４は、映像収録管理部１５へ誤り検査結果を通知する
（Ｓ１０５）。検査結果が正常な場合は誤り検査部３２からストレージ１１へ各データを
転送し（Ｄ０５／Ｄ０６）、ストレージ１１に保存する。検査結果が正常な場合は収録終
了まで繰り返す。
【００３８】
　一方、収録終了を行なう場合、映像収録管理部１５から映像入力部（Ａ）１３と映像入
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力部（Ｂ）１４へ収録終了制御を行う（Ｓ１０４／Ｓ１０５）。続いて、映像収録管理部
１５からストレージコントローラ管理部３４へ収録終了制御を行う（Ｓ１０６）。そして
、ストレージコントローラ管理部３４から誤り検査部３２へ検査結果要求を行い（Ｓ１０
７）、誤り検査部３２からストレージコントローラ管理部３４へ検査結果応答を通知する
（Ｓ１０８）。ストレージコントローラ管理部３４は検査結果応答を映像収録管理部１５
へ通知する（Ｓ１０９）。検査結果応答が正常な場合、予備系の映像入力部（Ｂ）１４で
収録したデータの削除制御をストレージコントローラ管理部３４へ行う（Ｓ１１０）。
【００３９】
　ストレージコントローラ管理部３４は映像収録管理部１５の制御により、ストレージ１
１へ映像入力部（Ｂ）１４のデータの削除制御を行う（Ｓ１１１）。そして、ストレージ
で削除処理を実行し（Ｓ１１２）、削除処理結果をストレージコントローラ管理部へ通知
する（Ｓ１１３）。ストレージコントローラ管理部３４は映像収録管理部１５へ素材削除
処理結果を通知する（Ｓ１１４）。
【００４０】
　上記処理により、素材の収録完了後、ストレージ１１に保存されている素材データは一
つのみになる。
【００４１】
　（収録処理　片系異常データ）　
　図８は、一つの収録系統で誤り検査部３２で誤り検出が発生し異常データとなる時の収
録処理を示す。
【００４２】
　映像収録管理部１５は、映像入力部（Ａ）１３と映像入力部（Ｂ）１４へ同時に収録制
御を行う（Ｓ２０１，Ｓ２０２）。収録制御開始時にストレージコントローラ管理部３４
へエンコーダ（Ａ）２２を現用系、エンコーダ（Ｂ）２２を予備系に指定する（Ｓ２０３
）。映像入力部１３，１４でエンコード後に誤り検出符号を付加し、ストレージコントロ
ーラ１２のデータバッファ（Ａ）３１へデータを転送する（Ｄ１１）。
【００４３】
　同様に映像入力部（Ｂ）１４でエンコード後に誤り検出符号を付加し、ストレージコン
トローラ１２のデータバッファ（Ｂ）３３へデータを転送する（Ｄ１２）。データバッフ
ァ（Ａ）３１とデータバッファ（Ｂ）３３に誤り検出符号の付加単位のデータが転送され
た後（Ｄ１３／Ｄ１４）、誤り検査部３２で検査を行い検査結果をストレージコントロー
ラ管理部３４へ通知する（Ｓ２０４）。
【００４４】
　ストレージコントローラ管理部３４は、映像収録管理部１５へ誤り検査結果を通知する
（Ｓ２０５）。検査結果が正常な場合は誤り検査部３２からストレージ１１へ各データを
転送し（Ｄ１５／Ｄ１６）、ストレージ１１に保存する。検査結果が正常な場合は繰り返
す。
【００４５】
　一方、映像入力部（Ｂ）１４から転送されたデータバッファ（Ｂ）３３のデータが誤り
検査部３２で異常データと検出された場合は、誤り検査部３２からストレージコントロー
ラ管理部３４へ検査結果異常通知を行い（Ｓ２０４）、ストレージコントローラ管理部３
４は映像収録管理部１５へ検査結果異常通知を行う（Ｓ２０５）。
【００４６】
　映像収録管理部１５は検査結果異常通知を受け取り、映像入力部（Ｂ）１４とストレー
ジコントローラ管理部３４へ予備系（Ｂ系）の収録停止制御を行う（Ｓ２０６／Ｓ２０７
）。ストレージコントローラ管理部３４は、映像収録管理部１５へ予備系（（Ｂ）系）収
録停止応答を行う（Ｓ２０８）。以降、収録処理は現用系（（Ａ）系）のみ繰り返し行う
。
【００４７】
　収録処理完了時に、映像収録管理部１５は映像入力部（Ａ）１３とストレージコントロ
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ーラ管理部３４に対し現用系（（Ａ）系）収録完了通知を行う。完了通知後、映像収録管
理部１５はストレージコントローラ管理部３４へ予備系（（Ｂ）系）収録の異常データの
削除制御を行う（Ｓ２１１）。
【００４８】
　ストレージコントローラ管理部３４は、ストレージ１１へ（Ｂ）系データ削除制御を行
い、ストレージ１１は削除処理を行った後に（Ｓ２１３）、ストレージコントローラ管理
部３４へ削除完了応答を行う（Ｓ２１４）。ストレージコントローラ管理部３４は映像収
録管理部１５へ削除完了応答を行う（Ｓ２１５）。ストレージコントローラ管理部３４か
らの削除完了応答を受け取り、映像収録管理部１５は収録完了とする。
【００４９】
　（収録処理　両系異常データ）　
　正常データ収録中は(収録処理　正常データ)と同様の処理を行う。異常データ発生時に
発生した系統に対し収録中断制御を行う。両系から異常データ検出通知を受け取ると映像
収録管理部１５は収録失敗とする。
【００５０】
　以上のように上記実施形態では、映像収録管理部１５に対し例えば現用系と予備系の選
択指定を行うことで、ストレージ１１に現用系及び予備系の素材データを収録した後に、
例えば予備系の素材データをストレージ１１から削除し、現用系の素材データのみをスト
レージ１１に残すようにしている。
【００５１】
　従って、両系の素材データに異常がない場合であっても、現用系の素材データのみをス
トレージ１１に残すことで、１台の素材収録再生装置内で収録処理のみで正当なエンコー
ドデータをストレージに保存することができ、ストレージ１１の記憶容量を節約できる。
【００５２】
　また、上記実施形態では、映像入力部１３，１４によるエンコード後に各系の素材デー
タに付加される誤り検出符号を利用して、ストレージコントローラ１２の誤り検査部３２
にて現用系及び予備系それぞれの素材データのデータ品質をチェックするようにし、異常
な系の素材データをストレージ１１から削除するようにしている。
【００５３】
　従って、ストレージ１１から素材データの再生処理を行うことなく、エンコードデータ
のまま異常があるか否かをチェックでき、これにより正常な系の素材データのみをストレ
ージ１１に残すことができる。
【００５４】
　さらに、上記実施形態では、フレーム単位またはＧＯＰ(Group of Pictures)単位また
は任意のデータサイズ単位で、現用系及び予備系それぞれの素材データに対し誤り検出符
号を付加するようにしているので、各系の素材データがオープンＧＯＰ構造をとる場合で
あっても、エンコードデータのまま異常があるか否かをチェックでき、これによりコーデ
ックに依存することなく正常な系の素材データのみをストレージ１１に残すことができる
。
【００５５】
　なお、上記実施形態では、誤り検出符号を利用して両系のデータ品質のチェックを行う
例について説明したが、誤り検出符号以外に、映像入力部１３、１４の出力データからデ
ータ品質を検出するものであってもよい。
【００５６】
　なお、実施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。ま
た、上記実施形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発
明を形成できる。例えば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除し
てもよい。
【符号の説明】
【００５７】
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　１１…ストレージ、１２…ストレージコントローラ、１３，１４…映像入力部、１５…
映像収録管理部、２２…エンコーダ、２３…データバッファ、２４…誤り検出符号付加部
、３１，３３…データバッファ、３２…誤り検査部、３４…ストレージコントローラ管理
部。

【図１】 【図２】

【図３】
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